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平成 30 年５月定例記者会見 

【４月 27 日(金)午前 11 時／４階特別会議室】 

 

会見項目 

１ 「宮古市子育て支援事業」について                （こども課） 

２ 新設の雇用対策事業について                （産業支援センター） 

３ 第一次産業新規就業対策事業について            （農林課・水産課） 

４ 外国客船「ダイヤモンド・プリンセス」の寄港日決定について      （港湾振興課） 

５ 東京 2020 大会エンブレム盾の受贈について              （農林課） 

６ 宮古市総合防災ハザードマップの更新について           （危機管理課） 

７ 宮蘭航路開設 50 日前記念事業について              （港湾振興課） 

８ ５月の客船寄港について                    （港湾振興課） 

９ 堺市 文化芸術による被災地支援事業「大阪交響楽団演奏会」について  （文化課） 

10 取り戻そう“サケ力”シンポジウムについて              （水産課） 

11 平成 30 年度宮古市消防団大演習について             （消防対策課） 

 

会見内容 

  別紙資料１～１１のとおり。 

 

記者との質疑 

ＴＶＩ記者 

  資料１の「子育て支援事業」について、基金を設立して事業を行うという取り組みは

他の自治体でも例があることなのでしょうか。 

市長 

  子育ての在宅支援を行うのは県内でも初めてです。福島県大玉村や高知県黒潮町でや

っているくらいで、全国的にもあまり例のない取り組みです。 

ＴＶＩ記者 

  資料２の「新設の雇用対策事業」について、個人向け、事業主向けとありますが、ど

のように周知されるところでしょうか。 

市長 

  広報紙、ホームページなどで周知します。また、新規学卒者あるいは事業主が集まる

説明会とか、機会をとらえてＰＲしていきます。 

ＴＶＩ記者 

  資料８の「客船寄港」について、インフォメーションデスクや外貨両替所の設置は外
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国客船スターレジェンドのための対応ということでしょうか。 

市長 

  はい、そのとおりです。スターレジェンド寄港の際は、観光案内所に英語を話せる人

を配置して観光案内などの対応もします。外貨両替につきましては今回は国際交流協会

が対応にあたります。 

ｍｉｔ記者 

  入港から歓迎式まで３時間くらい間があるようですが、何か理由があるのでしょうか。 

市長 

  日本の客船の場合は、着岸してすぐにクルーの方々に対して屋外で歓迎式を行わせて

もらっていますが、外国船は、乗客を送り出して一段落してから船内で行うのが通例の

ようです。今回は時間はやむをえないとして、せめて屋外で歓迎式をさせてもらえない

かとお願いしているところです。 

岩手日報記者 

  フェリーの事業にどのように取り組んでいくのかあらためておうかがいします。 

市長 

  物流も大事ですが、交流人口を拡大することが大事だと思っています。できるだけ継

続した取り組みをしていきたいです。市民号は秋か冬の実施を考えています。室蘭市と

連携しながらの取り組みもしていきたいと思いますし、その輪を県内に拡げられたらと

考えています。 

岩手日報記者 

  スターレジェンド、来年度のダイヤモンドプリンセスの寄港など、外国人対応がます

ます重要になってくると思いますが、市として考えていることがあればお聞かせくださ

い。 

市長 

  受け入れ体制をしっかりしながら、具体的にわかるように市民の皆さんの力をお借り

しながら対応したいです。周辺市町村にも協力していただけるよう体制を整えていきた

いと考えています。 
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資料１ 「宮古市子育て支援事業」について 

 

① 宮古市子ども・子育て幸せ基金事業について 

趣旨・目的 
子育て支援事業を推進し、子どもを安心して産み、育てることができる環境の

整備を図るもの。 

開始時期 平成 30 年度から（平成 34 年度まで） 

財 源 宮古市子ども・子育て幸せ基金事業（一部国庫補助含む②） 

内 容 

① 宮古市在宅子育て支援金 

生後７か月から満１歳の幼児を、保育所等を利用しないで家庭で子育てす

る世帯へ経済的支援をします。 

１世帯あたり月額１万 5千円で、最大６ヶ月、９万円となります。 

② 宮古市家庭的保育事業所開設事業 

・宮古市家庭的保育事業所開設補助金 

家庭的保育事業を実施しようとする事業者に、保育環境を整えるために開

設にかかる経費を補助します。 

１事業所、最大で 270 万円となります。 

・宮古市子育て支援員研修事業 

家庭的保育事業等において、保育従事者として必要な研修を実施し、子育て

支援員を養成することで、事業実施に必要な人材を育成します。 

今年度、１５名を予定しています。 

③ 宮古市民間保育士住居費支援事業補助金 

平成３０年４月１日以降に保育士を雇用した市内の民間保育施設などに住

宅手当支給の支援を行います。 

事業者が支給する住宅手当と、家賃月額との差額の２分の１、１人当たり最

大、月３万円となります。 

④ 宮古市民間保育士奨学金等返済助成金 

市内の民間保育施設などに新たに保育士として就業する方が返済に要した

費用の一部を助成します。 

年度あたり、1人最大２０万円となります。 

⑤ 宮古市民間保育士再就職支援事業補助金 

潜在保育士が、新たに市内の民間保育施設などに就業する場合、支援金を給

付します。 

 １人あたり、就業時に１０万円、以降１年ごとに２万円、最大５年で１８万

円の支給となります。 

対象者 各事業該当者 

特記事項 

・基金積立額 ２億円（５年間） 

・県内では、個別の事業を実施している市はありますが、ここまでの取り組み

を行っている市はありません。特にも在宅子育て支援金については、県内では

なく、全国でも少ない。 
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・平成２９年から、収入・年齢要件にかかわらず保育料等、第２子半額、第３

子無料の取り組みも進めており、子育てに関する環境整備は進んでいる。 

・市民の皆さんはもちろん「住めばみやこ・住むならみやこ」で子育て世代の

移住も大歓迎いたします。その際は是非宮古市も検討してみてください。 

問い合せ 宮古市保健福祉部 こども課 子育て支援係（68-9084） 

 

 

② 宮古市の地域子育て支援拠点事業 

趣旨・目的 

就学前の乳幼児と保護者を対象に、子ども同士、親同市の交流を深める場と

して、「子育て支援センター」と「つどいの広場」を開設している。 

遊びを通じながら、打ち解けた雰囲気の中で子育てに関する悩みや相談に

応じ、保護者に子育ての大切さや楽しさをお伝えする役割も担っている。 

いずれの施設も無料で利用できる。 

事業期間 年 間 （各施設により、休日・曜日・時間の指定あり） 

内 容 

対象者 

１ 子育て支援センター ： 【ニコニコルームみやこ】 

小山田保育所２階 

対象＝就学前の乳幼児とその保護者 

２ つどいの広場 

 【すくすくランド】 

キャトル宮古５階 

対象＝乳幼児や小学２年生までの児童とその保護者 

【ひよこクラブ】 

認定こども園みやこひかり内 

対象＝就学前の乳幼児とその保護者 

【のびっこクラブ】 

認定こども園そけい幼稚園内 

対象＝就学前の乳幼児とその保護者 

特記事項 
平成２９年度に、全施設で２５，５０４人の利用、６１３件の相談を受けて 

いる。 

問い合せ 宮古市保健福祉部 こども課 子育て支援係（68-9084） 
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資料２ 新設の雇用対策事業について 

 

① 宮古市新規学卒者及びＵ・Ｉターン者等就業奨励金 

趣旨・ 

目的 

市内の若年者の雇用及び地元への定着を促進するため、市内の事業所

に就職した高卒者・大卒者等に奨励金を交付する。 

また、Ｕ・Ｉターン及び移住・定住を促進するため、市内に転入し市

内事業所に就職したＵ・Ｉターン者に奨励金を交付する。 

開始時期 平成３０年４月１日 

交付対象者 新規高卒者、大卒者、Ｕ・Ｉターン者など 

事業財源 宮古市産業振興基金 

内容 ■１人につき １０万円 

■１２カ月間継続して就業後、交付する（１人１回限り） 

問い合せ 市産業支援センター 商業労政係（☎６８－９０６７） 

 

② 宮古市高齢者雇用奨励金 

趣旨・ 

目的 

高齢化社会が進む中、経験、知識が豊富な６５歳以上の高齢者の労働

力を活かし、市内産業の活性化を図るため、６５歳以上の高齢者を雇用

した市内事業所の事業主に奨励金を交付する。 

開始時期 平成３０年４月１日 

交付対象者 事業主 

事業財源 宮古市産業振興基金 

内容 ■雇用した高齢者１人につき １０万円 

■週２０時間以上、１２カ月以上継続雇用後、交付。 

問い合せ 市産業支援センター 商業労政係（☎６８－９０６７） 
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資料３ 第一次産業新規就業対策事業について 

 
 

趣旨・ 

目的 

第一次産業（農業、林業、漁業）の担い手を育成するため、新規就業希望

者が行う研修に対する助成金や住居費補助を拡充したほか、就業して３年以

内の人などに施設整備費を助成するなど、支援制度の充実を図った。 

開始時期 平成３０年４月１日 

対象者 ６０歳までの新規就業希望者、新規就業者 

（支援制度ごとに対象が異なる） 

事業財源 宮古市産業振興基金 

内容 １ 新規就業希望者研修支援事業➡【拡充】※農業、林業、漁業 

◇対象‥‥‥‥‥６０歳までの新規就業希望者 

◇研修助成金‥‥月額１２万５千円（現行５万円） 

◇住居費補助‥‥家賃月額の１／２（上限３万円） 

（現行上限２万円）※原則、Ｉターン者に限る。 

◇支援期間‥‥‥最長２年間 

２ その他の支援策 

■研修生受入支援事業➡【継続】※農業、林業 

■新規就業者施設等整備支援事業➡【拡充】※農業、【新設】※林業、漁業 

■インターシップ受入支援事業➡【継続】※農業、【新設】※林業、漁業 

 

特記事項 ◎平成２９年度末までに従来の支援事業による支援を受けた実人数 

 農業   １２人 

 林業    ２人 

 漁業   ３７人 

◎就業率 １００％ 

問い合せ 市農林課 農政係（☎６８－９０９４） 

市農林課 林政係（☎６８－９０９７） 

市水産課 水産振興係（☎６８－９０９９） 
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資料４ 外国客船「ダイヤモンド・プリンセス」の寄港日決定 

について 

 

告知事項 外国客船「ダイヤモンド・プリンセス」の 2019 年（平成 31 年）宮古港

への寄港日が決定した。 

 

日時 平成３１年４月２５日(木) 入港＝午前９時、 出港＝午後６時 

 

場所 宮古港藤原ふ頭 

 

内容 大勢の乗客が訪れることから、今後、寄港地観光などについて、県や県内

他市町村とも連携して提案する。 

■クルーズ詳細 

「麗しの春・韓国と東北９日間」（横浜港発着） 

日次 日付 寄港地 入港 出港 

１日目 4/19（金） 横浜 午後乗船 17:00 

２日目 4/20（土） クルージング --- --- 

３日目 4/21（日） 

関門海峡（クルー

ジング） 
--- --- 

釜山 14:00 22:00 

４日目 4/22（月） クルージング --- --- 

５日目 4/23（火） 酒田  7:00 18:00 

６日目 4/24（水） 青森  9:00 20:00 

７日目 4/25（木） 宮古（初寄港）  9:00 18:00 

８日目 4/26（金） クルージング --- --- 

９日目 4/27（土） 横浜 午前下船 --- 
 

特記事項 ◎10 万トンを超える大型クルーズ船の寄港は岩手県初。 

 

問い合せ 市港湾振興課 港湾振興係（☎６８－９０９３） 
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資料５ 東京 2020 大会エンブレム盾の受贈について 

 

趣旨・ 

目的 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会選手村ビレッジプラザ

を整備するプロジェクトに参加した記念として、宮古市産の木材を使用し

た大会エンブレム盾の贈呈が組織委員会よりあったもの。 

 

贈呈者 公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

会長 森 喜朗 

 

内 容 ■「日本の木材活用リレー ～みんなで作る選手村ビレッジプラザ～」プ

ロジェクトとは… 

全国の６２自治体から木材を借り受け、選手村にビレッジプラザを建

設。大会終了後、施設を解体したあとは、各自治体に木材を返却し、再活

用してもらおうというプロジェクトである。 

■プロジェクトへの参加記念として、東京 2020 大会エンブレム盾の贈呈を

受けた (平成３０年３月２７日)。 

■大会エンブレム盾は、市役所４階展示棚に展示する。 

 

特記事項 ◎大会エンブレム盾は、本プロジェクトに参加した自治体を産地とする木材

を組織委員会において調達して、制作したもの。 

◎裏面プレートには、使用した木材「杉」が記載されている。 

◎自治体ごとに樹種の異なる木材を使用し、一つ一つ手作りで制作された。 

 

問い合せ 市農林課 林政係（☎６８－９０９７） 
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資料６ 宮古市総合防災ハザードマップの更新について 

 
 

趣旨・ 

目的 

宮古市総合防災ハザードマップを更新したことから、広く周知するもの。 

開始時期 広報５月１日号の配布に併せて、ハザードマップを全世帯に配布。 

 

対象者  広報の配布先と同じ範囲（事業所を含む） 

 転入者、居住外国人、滞在外国人 

 

事業財源 市単独費 

※作成部数＝ハザードマップ日本語版‥‥‥‥‥‥ ３０，０００部 

 ハザードマップ英語版‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５００部 

英語版啓発パンフレット（防災ガイド）‥‥ ２００部 

 

内容 ■１０年ぶり２回目の作成となった 

※前回のハザードマップは平成２０年３月作成  

■地震・津波や洪水・土砂災害など、災害が発生したときの避難場所や避難

所、浸水等の想定区域、避難や備えの基礎知識などを掲載している 

■今回は、従来のハザードマップを改訂したほかに、平成２８年台風１０号

での浸水範囲を追加した 

■新たに英語版と英語版啓発パンフレットを作成したことから、外国人居住

者、観光等訪日外国人の緊急時避難に役立てられる 

※市内宿泊施設、観光施設などにも配布する 

 

特記事項 ◎ハザードマップは、市ホームページにも掲載した（印刷可能） 

◎震災後、平成２４年９月には、「宮古市東日本大震災津波浸水図」を作成し

て、市内全戸に配布した 

◎平成２５年３月には、「宮古市川井地区土砂災害ハザードマップ」を作成し

て、川井地区全戸に配布した 

 

問い合せ 市危機管理課 防災係（☎６８－９１１１） 
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資料７ 宮蘭航路開設５０日前記念事業について 

 

趣旨・ 

目的 

５月３日で航路開設５０日前となることから、航路周知のイベントを実

施し、フェリー就航に向けて市民の機運を高める。 

 

日時・ 

場所・ 

内容 

 

事業名 フェリーターミナル洋上見学会 大漁旗とＳＮＳでフェリー就航

を応援！ 

日 時 ５月１日(火) 

午前９時５０分～１１時 

５月３日(木・祝） 

午前１０時～午後３時３０分 

場 所 宮古港藤原ふ頭 シートピアなあど 

内 容 ■藤原小学校６年生が国の監督

艇「りゅうじん」・海上保安署

巡視艇「はつかぜ」に乗船し、

洋上からフェリーターミナルを

見学。 

■航路開設時のお見送り・お出

迎え時に使用する大漁旗に、市

民からメッセージを記入しても

らう。先着５０名に室蘭銘菓を

プレゼント。 

■写真撮影コーナーを設置し、

写真撮影した人やＳＮＳで情報

発信した人には記念品をプレゼ

ント。 
 

主催 宮古港フェリー利用促進協議会 

特記事項 ◎就航に向けて機運を高めるため、４０日前、３０日前、２５日前、２０

日前、１５日前、１０日前、５日前の節目にＰＲ事業を実施予定。 

◎開設８０日前の４月３日から、市 Facebook にて、フェリー就航に関連す

る記事を毎日掲載中。 

 

問い合せ 宮古港フェリー利用促進協議会（市港湾振興課内、☎６８－９０９３） 
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資料８ ５月の客船寄港について 

 
 

趣旨・ 

目的 

客船が大型連休中の５月４日から相次いで宮古港に寄港することから、

歓迎のセレモニーなどを行う。 

 

日時 「にっぽん丸」‥‥‥‥‥５月４日(金)（入港：午前９時／出港：午後５時） 

「スターレジェンド」‥‥５月６日(日)（入港：午前７時／出港：午後４時） 

「ぱしふぃっくびいなす」‥‥ 

     ５月９日(水)（入港：午前１０時／出港：午後６時３０分） 

 

場所 宮古港藤原ふ頭（Ｆ９バース） 

 

主催 宮古市・宮古港利用促進協議会 

 

内容 入出港セレモニーや岸壁での歓送迎アトラクション、市民参加によるお

出迎え、お見送りなどを実施する。 

停泊中は、オプショナルツアーによる名所巡りが行われるほか、藤原ふ

頭では、地元特産品のお振る舞いやサーモンくん、みやこちゃんの着ぐる

みの登場、エアートランポリンの設置で歓迎する。 

■５月４日(金)、客船「にっぽん丸」 

 ○入港歓迎：ＭＤＳによる「ダンス」 

 ○出港見送：神風宮古流星海による「よさこいソーラン」 

       来場者参加によるお見送り（Ｕ
ユー

Ｗ
ダブリュー

ビッグフラッグ、大漁

旗、カラータオル） 

■５月６日(日)、外国客船「スターレジェンド」 

 “日本らしさ”の演出で、乗船客を出迎える。 

 ○入港歓迎：team きざはしの「日本舞踊等」 

 ○停泊中 ：宮古海戦組による歓迎 

  ○出港見送：盛岡さんさ伝承会も
・

い
・

ち
・

による「さんさ踊り」と来場者参

加による輪踊り 

       来場者参加によるお見送り（ＵＷビッグフラッグ、大漁

旗、カラータオル） 

※ 着物、浴衣での見送り参加者に記念品をプレゼント 

■５月９日(水)、客船「ぱしふぃっくびいなす」 

 ○入港歓迎：重茂中学校「トド埼太鼓」 

       小山田保育所児童による手作りの旗によるお出迎え 
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 ○出港見送：宮古高等学校吹奏楽部「吹奏楽演奏」 

       来場者参加によるお見送り（ＵＷビッグフラッグ、大漁旗、

カラータオル ※または日没状況によりペンライト） 

 

特記事項 ◎外国客船「スターレジェンド」は日本初入港。 

◎宮古港への外国客船の寄港は、平成２０年の「アムステルダム」以来１０

年ぶり。 

◎客船「にっぽん丸」は、昨年６月以来通算１４回目の寄港。 

◎客船「ぱしふぃっくびいなす」は、昨年９月以来通算１１回目の寄港。 

◎客船の寄港に合わせて末広町商店街でも「フライキ祭り」などを行い、

歓迎する。 

 

問い合せ 市港湾振興課 港湾振興係（☎６８－９０９３） 
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資料９ 堺市 文化芸術による被災地支援事業「大阪交響楽団演奏 

会」について 

 
 

趣旨・ 

目的 

 大阪府堺市による被災地支援事業として「大阪交響楽団演奏会」を開催

する。 

東日本大震災被災地の復興支援を目的に行うものであり、平成２７年６

月、昨年７月に続き３回目の開催となる。 

日時 ５月２６日(土) 午後１時３０分開演（開場は午後０時３０分） 

場所 宮古市民文化会館 大ホール 

主催 主催：堺市・宮古市・宮古市教育委員会 

特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター(市民文化会館指定管理者) 

協力 ：いわてフィルハーモニー・オーケストラ 

内容 大阪交響楽団が、「堺シティオペラ」「野間
の ま

バレエ団」「いわてフィルハー

モニー・オーケストラ」との共演により、多彩で華やかな、迫力あるステ

ージを繰り広げる。 

■出演 

 指揮：柴田真
ま

郁
いく

（大阪交響楽団） 

寺崎 巖
いわお

（いわてフィルハーモニー･オーケストラ代表･宮古市民文化会館芸術監督） 

 演奏：大阪交響楽団 

共演：堺シティオペラ 野間
の ま

バレエ団 

いわてフィルハーモニー・オーケストラ 

    ※宮古市内ヴァイオリン教室の児童生徒との共演を予定 

特記事項 ◎入場料は無料（入場整理券あり。すべて自由席）。 

 入場整理券は、５月８日(火)午前１０時から配布を開始。 

 配布場所は、市民文化会館、崎山貝塚縄文の森ミュージアム、市役所１階

市民相談室、田老総合事務所、新里総合事務所、川井総合事務所 

◎広報５月１日号にチラシを折り込み予定 

問い合せ 市教育委員会 文化課 文化係（☎６５－７５２６） 
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資料 10 取り戻そう“サケ力”シンポジウムについて 
 

趣旨・ 

目的 

近年不漁が続くサケ。その要因と背景を探り、消費拡大、水産振興、ひ

いては地域振興につなげる。また、岩手で育まれてきたサケ文化について

も継承・再構築など議論を深め、地域活性化につなげる方策をサケのまち

「宮古市」から発信する。 

 

日時 ５月３１日(木) 午後１時３０分 

 

場所 シートピアなあど（研修ホール） 

 

主催 主催：宮古市  共催：岩手日報社  

 

内容 

（予定） 

■第１部（６０分） 

【現状報告】 

「岩手の秋サケ漁について（仮）」 講師：※調整中  

【講演】 

「サケと人をつなぐまち（仮）」  講師：※調整中 

 

■第２部（８０分） 

【パネルディスカッション】 

「“サケ力”で地域活性化（仮）」 

パネリスト５名  

 

問い合せ 市水産課 水産振興係（☎６８－９０９９） 
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資料 11 平成３０年度宮古市消防団大演習について 

 

趣旨・ 

目的 

宮古市消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という地域連帯意

識のもと、活動している。 

日頃の訓練の成果を市民の皆様に披露し、市民の防災意識の普及啓発と

地域防災体制の強化を図るため、宮古市消防団大演習を挙行する。 

 

日時 ６月３日(日) 午前８時～午後０時３０分 

 

場所 小山田合同資源敷地 

閉伊川河川緑地公園 

 

主催 宮古市、宮古市消防団 

 

内容 ◎宮古市消防団大演習参加者は、１，１００人を予定。 

◎小山田合同資源敷地において、開会行事、表彰式、観閲、点検、訓練及

び分列行進を行う。 

閉伊川河川緑地公園では、消防ポンプ自動車４５台による放水訓練。 

放水訓練後は、再び小山田合同資源敷地に戻り、閉会行事を行う。 

 

特記事項 ◎前回参加者は、１，０３６人。 

 

問い合せ 市消防対策課 消防係（☎６２－５５３３） 

 

 


